第１回新図書館基本構想検討委員会 意見（抜粋）
１　役割・機能

（１）これからの図書館

①　世界の国々の図書館は娯楽・教養型から地域の課題解決型に変化しつつある。
②　これからの図書館は『情報格差』をどう解消するかが課題。ネット上の危険な情報でなく、安心できる確実な情報を提供するのが図書館である。
③　県立図書館は単に文化施設であるばかりでなく、県全体の情報を保障するという役割も果たすべき。
④　情報提供施設として、環太平洋や東アジアレベルでも負けないものを目指したい。

⑤　『暮らしの中に図書館がある』という当然のことのうえに県立図書館の在り方を考えなければならない。
⑥　県民の調査研究がやりやすくなるように、また『文化が高まるし、文明も高まる図書館』にしたい。

（２）求められる機能、設備

①　図書館が活性化した時を想定し、どれだけのスペースがいるかを考える必要がある。
②　物流は県立図書館の命。それを疎かにすると県民サービスが成り立たない。
③　図書館行政、図書館条件の貧しさから図書館というものが期待されてこなかった。『頼りになる図書館』をどう創っていくのか。今回の論議は理念を実体化できる機会。
④　県内市町村の図書館が条件的にとぼしい状態に置かれている中で県立図書館がどのような役割を果たせるかが大事。
⑤　稼働率を上げる工夫がいる。セミナーや展示をすることで活性化も図られる。
⑤　県と市では蔵書の中身のレベルがちがう。レファレンスのカウンターを一つにするなど、施設としての共通化はできるが、中身はまったく異なる。
⑦　図書館は理念と共にネットワークが大切。図書館は時代とともに利用者のニーズも変化する。そして書架の配置をそれに応じて変えていく必要がある。

⑧　図書館は、本だけの部屋ではなく、デジタル文書と紙資料を有機的にいかに結合するか。これらを踏まえた空間融合が今後求められる。
⑨　今の県立図書館が直接担っている部分、そこを上手く市と役割分担しながら、結果的に奥のスペースの拡張につながっていくように考える必要がある。
⑩　違った機能があって、両方の機能を使えることは利用者にとって良いことと思う。
⑪　県による『市町村支援』は『市町村に本を提供する』という一律なものではないのでは？
（３）図書のデジタル化
①　紙媒体をためこみ、流通させるだけの図書館がいつまでもつのか。電子媒体が普及しつつある時に、紙に書かれたものなら読まないが、電子媒体なら読むという世代にどう配慮するか。
（４）ユニバーサルデザイン
①　いかに図書館をユニバーサルに利用しやすくなるか。障がい者が安心して知識を吸収できる図書館が必要。

２　合築

①　県市合築図書館は運営が難しいと考える。図書館の『ミッション』のベースは、時代によって変わるし、そもそも県と市の図書館ではミッション自体が異なる。『図書館は進化していくもの』ということから考えても合築は難しいのでは。

②　今後は、日本の図書館も娯楽・教養型を貫く館と課題解決型へ脱皮する館に二極化していく。こういう時代に県市が図書館を合築することについては、非常に慎重な検討・判断が必要。役割・機能を十分に検討して、実際に合築できるのか検討することが必要。
③　合築の図書館で１階でなければならないものが沢山あるのでは。スペース的に大丈夫か。たとえば、配送作業にはスペースや沢山の人がいると思うが、統合した時、合理的にできるか。
　④　ネットワーク機能が果たされる図書館づくりが大切
３　その他
①　県と市の図書館が両方とも中心街にあるということでいいのか。西部または東部にあってもいいのではないか。

②　市民図書館の分館・分室はどうなるか。所蔵する資料が市外に流れ出たら地域の本、地域の文化は守れるのか。
③　県市の図書館が一体となったら、蔵書の利用機会が増えるかも知れないと期待している。
④　高知市民図書館の分館は地元の子どもの日常施設。大きな動きと子どもたちの日常施設が一つになれるかを考えていく必要がある。
